
平成 24 年度 同窓会企画報告 

 

 
 

シンポジスト 

 窪川 真佐美氏（6 期） 合同会社榮眞堂代表社員  

   ｹｱﾌﾟﾗﾝ日和・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ日和の管理者兼ケアマネジャー  

 西村 多寿子氏（14 期） 医療翻訳ライター 

 中嶋 秀明氏  （18 期） 千葉大学医学部附属病院 副看護師長 

 宮脇 直子氏  （33 期） 葛飾赤十字産院 助産師 

 

 

 

みなさまのご意見を参考に、今後もよりよい企画を運営致します。平成 25 年度もお楽しみに！！ 

企画に参加してくださった皆様、当日運営にご協力くださった皆様に厚く改めて御礼申し上げます。 

平成 23 年度広報渉外委員一同 

委員長：石丸美奈（12 期） 副委員長：屋久裕介（31 期） 委員：村瀬智子（7 期）,江幡智栄（13 期）,

石橋みゆき（14 期），時田礼子（21 期）,山下亮子（22 期）,鈴木久美（25 期），鈴木悟子（28 期）, 

倉田直樹（30 期）,橋内伸介（32 期） 

 

開催概要 

日時：平成 24 年 7 月 7 日（土） 13:00～15:00 

場所：千葉大学看護学部 第一講義室 

 

企画内容 

多くの同窓生が、日本の各地で、また、世界でキャリ

アを積み重ねています。今回は、さまざまな分野でフ

ロンティア精神を発揮している同窓生の動向につい

て報告をし、その後、同窓生の話をもとに、千葉大と

いう同じＤＮＡを持つ者同士の縦横の交流を深めら

れるシンポジウム企画を実施いたしました。 

参加者からの声 

・シンポジストの皆さんのお話が楽しかったです。今まで“千葉大”ということは、良くも悪くも影響があ

りましたが、何事にも前向きに取り組む姿が千葉大らいしなあと思います 

・在学生、卒業生と仕事や今後の進路について話し合えてよかった。また、このような場が持てると嬉しい 

・卒業生の姿を初めて見ることができて、とても刺激を受けられた．もっと交流の時間が欲しい 

・「訪問のあいだで勉強する時間はある」との言葉で、ほんの少しだけ勉強する気が出た 
 

ご意見＆今後取り上げてほしいテーマなど 

・やはり卒業生の話を聞いてつながるのが一番かと・・・。メールアドレス交換、名刺交換の機会がある 

ことを周知し、名刺などを持参いただくとよいかもしれません。学部生の参加もとてもよいと思います 

・託児などもあるので、もっとたくさんの同窓生が参加すればいいのにもったいないと思う 


